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静岡地学第 77号 (1998)

県立自然系博物館構想、を巡る動向 (2) 
(1997年 4月以降)

伊藤通玄*

本会会誌第 75号 (1997)で報告した標記博物館構想、を巡る自然博推進協(本会も構成団体)のその

後の活動状況を簡単に報告し、自然史系博物館設立に向けて会員各位の一層のご支援@ご協力をお願

いしたい。

静岡県(企画部企画課)としては、 97年度当初予算に計上された「自然系博物館構想、検討費jによ

る調査@検討を進め、 97年度中に基本構想(案)を固めたいとの意向であったが、国の財政構造改革

および、静岡県の財政構造の見直しとの関連で、構想(案)の確定が遅れていることが懸念される O

この点、については、実行委員会での討議を踏まえ、様々な機会をとらえ、基本構想(案)

それに基づく人材および準備室の確保、標本@資料の収集、標本@資料の評価とデータ@ベース

化などの諸準備が進められるよう静開県当局に要望していきたい。

e月 1日 自然博推進協通信第 4号を発行(群馬県立自然史博物館の見学予告@第 2回総会記念講演

よりなど、 14P)。

6月 2自 (新任)ほかと

の計画的採用 O 

8月28日 自然史博物館の見学会を実施。舘の沿革 e

研究@ どについて説明を受け、パックヤードを含む館内 17名)0

5名参加入7月22日

8月2日 自

9月 l日 自

@自

おいて、標本目録作成@評儲に

10月四日 大阪市立自

研究@

11月22自由

12月 l自由
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について説明を受け、パックヤード

を開催

31 

O 

よりなど、 12P)。

11名)。

O 

自

(15名参加)0

7対につい O 



3月 l日 自然博推進協通信第 7号を発行(兵庫県立「人と自然の博物館」見学記@キャンパスミュー

ジアム構想、と自然系博物館@博物館におけるホームページの活用@第三田総会関連資料など、 23P) 

3丹同日 第三回総会を静岡県教育会館で開催(宮武頼夫大阪市立自然史博物館長の公開講演後、活

会期の一部変更案"98年度予算案@活動方針案を可決、参加者約 80名)

を開催(第 3回総会の総括、

動報告@

3月28目白

につい O 

5丹9日

具体化につい

5丹13日

と自

県内資料の保管@

6月 1日自

、構想、の具体化をめ

を I土b
オて の参加 、今後の活動計画の

O 

(博物館構想関係

めに人材確保、4名との懇談会に出席(博物館構想、の早期具体化、

タベース化を進めるための拠点確保など仏外側10

8号を発行(第 9国見学会予告、第 3

よりなど、 14P)。
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*会期の一部変更により、

されましたので、

され、

ください。
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5千円に減額
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情
てックヤード も ますの'-"

に実行委員となられた

@海洋科学博物館を訪ねます。

ください。

日 時 平成10年 7月5日(日) 13時半~16時半

自然史博物館入

TEL (0543) 34 2385> 
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館内案内 柴正博学誌員(東海大学社会教育センター)

約1，000円(詳しくは 2次案内でお知らせしま

参加申込 6月初日(士)までに伊藤通玄宛

Fax (0543-47-0255)またはハガキ(干424-0885

ニ次案内 6月25目的までに参加申込者宛郵送

で
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